
 

（6）北上地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

現況 

主要課題 

北上地区は、本市の北東部に位置し、東北随一の大河「北上川」を河口に持つ追波湾に沿っ

た東西に細長い地区です。海岸は「三陸復興国立公園」に指定されており、三陸特有のリアス

式海岸が続き、沖合には海ツバメやウミネコなどの繁殖地として知られている鞍掛島、双子島

などの島々が点在しています。翁倉山は、国の天然記念物に指定されている「いぬわし」の営

巣地として知られ、北上川の河口には「残したい日本の音風景 100選」にも選ばれているヨシ

原の大群落が開放的な空間を造りだしています。ほかにも、鯨伝説で有名な「神割崎」、幾多の

地震にも耐え抜き、受験の神様として有名な「釣石神社の巨石」など、自然を活かした観光資

源が多くあります。 

地区の特色のひとつとしては、住民団体を中心とした行政と住民が連携した地区活性化への

取組も積極的に行われており、東日本大震災により被災した施設などを再建し、地区の拠点と

なる「にっこり地区」は、住民主体による計画の策定が行われました。 

こうした取組により完成した拠点は、行政、教育、子育て、コミュニティ活動など生活に必

要な公共機能を集約させた地域の拠点としての役割が期待されます。 

 産業面では、豊かな自然環境の中で多様な一次産業が営まれており、北上川の豊かな水資源

を活かした稲作を中心とする農業や、海水と真水がほどよく混じる追波湾で育った十三浜の

「わかめ」「こんぶ」「ホタテ」などの海産物、北上川で採れる「しじみ」などが特産品として

生産されています。 

また、東日本大震災後に橋浦地区に整備された「トマト」や「パプリカ」を生産する大規模

園芸施設では、木質バイオマスや地中熱利用のヒートポンプなどのエネルギーを活用した農業

の実践など、新たな農業生産への取組も行われているほか、十三浜地区では震災による津波被

害を受けた移転元地を活用し、「北限のオリーブ」を栽培するなど、新たな産業への取組も行わ

れています。 

  震災後に整備された観光施設としては、「白浜ビーチパーク」「北上観光物産交流センター」

などがあり、交流人口の増加など新たな観光拠点として期待されています。 

文化としては、市指定の無形民俗文化財として、「女川法印神楽」「大室南部神楽」が伝承さ

れています。 

全国的に加速する人口減少、少子高齢化の影響や東日本大震災後の地区外や他市町村への転

居、転出者の増加により、令和 2年 9月時点での高齢化率が約 43%と他の地区と比較しても

高くなっており、多世代交流の機会の減少などによる住民同士の関わりの希薄化の進行、特に

若者がコミュニティの輪に入らないなど、地域コミュニティの課題が顕著になっています。 

交通体系については、公共交通機関が少ないことから、主要道路の整備を推進するととも

に、通学や通勤などの住民ニーズに対応し、誰もが利用しやすく、安定した住民バスの運行体

制を構築する必要があります。 

農業、水産業共に、少子高齢化による後継者不足が深刻化しており経営基盤が不安定なもの

になっています。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来展望 

施策展開の方向 

住民と行政が連携した地域活性化の取組を推進し、稲作、施設園芸、畜産のバランスの取れ

た農業、海、川の恵み豊かな水産物、「ヨシ原」「神割崎」などの風光明媚な自然景観など、豊

かな地域資源を活用することにより、交流人口の増加、移住・定住の促進が図られ、観光事業

も活性化した豊かな地域社会が営まれています。 

 豊かな地域資源の魅力を発信し、交流人口の拡大や移住・定住の促進を図るとともに、

多世代交流の機会を増やし、若者がコミュニティの輪に入る取組を行なうことなどによ

り、地域コミュニティの活性化を推進します。 

 地区に居住している住民が快適に日常生活を送れるよう生活基盤の整備を推進し、安全

安心に居住できる地域社会の構築を推進します。 

 安定した地域医療体制を維持するとともに、地域の医療ニーズに対し柔軟に対応できる

仕組の構築や共に支え合う仕組づくりを推進します。 

 住民の利便性向上や定住促進を図るため、市内他地区へのアクセスがしやすく、地域の

ニーズを踏まえた持続可能な地域公共交通体系を形成します。 

 ほ場整備事業や水産基盤整備事業などにより農林水産業の産業基盤を確立し、生産環境

の改善と経営体の育成を図るとともに、生産性の高度化と生産品の高付加価値化などを

図ります。 

 非可住地域について、土地の有効活用を図るために、農業用地などによる利活用を推進

し、地域の活性化に努めます。 

 全国的に有名な北上川の「ヨシ原」や「神割崎」などの観光資源と豊富な農林水産物な

どを活用して地域産業の確立を図るとともに、写真セミナー「太平洋写真学校」など自

然を題材としたイベントを企画することで都市住民との交流を図り、豊かな自然環境の

活用を促進します。 

 持続的に自然資源を活用できるよう、有害鳥獣対策や自然環境の保全活動などを推進し

ます。 

 「女川法印神楽」や「大室南部神楽」などの伝統芸能を地域独自の文化として広く周知し、

伝統文化の存続に努めます。 

 


